
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世代を問わず村の暮らしを楽しむ活動づくりワークショップ『村のおとの描き方』【Ｒ2/8/18】 

 

 

 

 

 

 

 

 “ふれあい”は、赤い羽根共同募金助成金を受けて発行しています。  

 

さらべつ 

社協だより 

 No.93 



 更別村共同募金委員会（会長  請川 芳克）［共催団体・実行委員・募金ブースの運営］  

と 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ［ ］内は昨年のふれあい広場における協力内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい広場２０２０さらべつ」の中止について 

全国的な問題となっている新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、来場者の健康と安全を考慮した結果、 

例年１１月下旬に開催してきた「ふれあい広場」は今年度中止とすることを決定いたしました。 

ふれあい広場は、様々な団体やボランティアグループとともに開催してきた福祉のお祭りであり、今年で

２１回目を迎えるところでした。 

“地域のつながり”を進める社会福祉協議会にとって大切なイベントであり、大変残念に思っています。 

そこで今回、ただ「中止」で終わるのではなく、これまでのつながりがこれからも続くよう、例年ふれ  

あい広場に参加・協力いただいている団体等のお話を伺ってきました。 

コロナ禍のもと、地域において考えながら行われている活動や、皆さんへのメッセージをご紹介します。 

いただきました。皆様に報告地域でなったこと、大変残念に思います。 

その「つながり」を絶やさぬよう、 



 更別村ボランティアすずらん会（会長  剱持 えり子）       

［協賛団体・実行委員・リサイクルバザー・昼食コーナー］  

    更別村手をつなぐ親と子の会（会長  梶 幸子）［協賛団体・実行委員・縁日コーナー］  

 十勝地区身体障害者福祉協会更別村分会（分会長  日崎 正則）   

［協賛団体・実行委員］  

 

 更別村老人クラブ連合会（会長  岡出 信一郎）［協賛団体・実行委員］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 更別どんぐり福祉会（理事長  高畑 昭子）［協賛団体・実行委員・おやきとジュースの販売］  

 シルバーサークルどんぐり（会長  山崎 昇）［協賛団体・手作り品の販売］  

 サッチャル館［手作り品の販売］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



         健やかクラブ（代表  竹内 マサ子）［協賛団体・芸能発表出演］  

 

 更別かしわ太鼓保存会少年部［協賛団体・オープニング公演］  

 クローバーモア［協賛団体・ドーナツ販売］  

 更別村末広学級カラオケクラブ（部長  樋口 博英）［協賛団体・芸能発表出演］  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 IGELKOTT（代表  氏家 路子）［協賛店・アクセサリー作りコーナー］  

（代表 平野 久美子）［協賛店・ハンドマッサージ］ 

 マルベリーさわやかセンター帯広（センター長 櫻井 資久）［協賛店・福祉機器展示］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回のふれあい広場で 

皆さんの笑顔にあえる 

ことを楽しみに・・・ 

ありがとうございました 



大岡コーディネーター 

 

 

 

「村のおと」は、２０１９年度生活支援体制整備事業「これからの 

大人の暮らし方を考える冊子づくりワークショップ」によってつくら 

れました。この村で「将来をどう暮らしたいか」を描き、今からでき 

る暮らし方を考えるプロジェクトです。 

参加者と、更別農業高等学校の生徒がチームを組み、暮らしの中で 

大事にしたい要素から、それを実践している村の大人（５０代～）に 

会って、今の暮らしに至るまでのストーリーや大事にしていることを 

取材しました。その活動を通して「更別らしい幸せな暮らし」としての５つの要素を見つけ 

出し、カテゴリーに分けて掲載しています。 

「村のおと」は今年７月に実施したお披露目イベントで正式に披露され、参加者が考えた 

設置したい場所、お渡ししたい人に配布しています。 

８月には「村のおと」を制作した更別農業高等学校の生徒と一緒に商店街の店舗に設置依頼にいき、高齢者の

生活支援に関わる部分のニーズ調査もさせていただきました。「村のおと」を使いながら活動を展開しているとこ

ろです。この取り組みは、年代や所属を問わず、地域の人がつながることで「個人の幸せから地域の幸せ」へと

循環していくきっかけとなるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年度は「村のおとの描き方」「ささえあい研究室」２本のワークショップを並行して実施しています。 

「村のおとの描き方」は、冊子「村のおと」から描かれた「今からできること」を実現していくワークショップ 

です。 

一方、「ささえあい研究室」では村民が高校生を支える体験を通して、「支 

 え合い」を双方向で行うにはどのような場が良いのかを考えていきます。 

どちらもコンセプトは「支え合い」です。それぞれが年齢を問わず、関わ 

れる方法を考えていきます。「村のおとの描き方」は村民の「得意」や「や 

りたいこと」を活用する場として、「支え合い研究室」は村民の「得意」や 

「できること」を知る場として組み立てていきます。 

幅広い世代が楽しく関わることから、「支え合い」を目指していきます。 

～更別社協の社
しゃ

窓
そう

から～ 



劇場版「鬼滅の刃」無限列車編 × 赤い羽根共同募金 コラボレーション 

令和２年度、赤い羽根の北海道共同募金会が主体となって実施する新しい取り組みとして、10月 16日(金)

より公開となる“劇場版「鬼滅の刃」無限列車編”と赤い羽根共同募金のコラボレーション企画が実施されます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ©吾峠呼世晴／集英社･アニプレックス･ufotable 

 

北海道内各地にコラボレーションポスターが掲出されるほか、道内市町村共同募金委員会では 300円以上 

の募金協力のお礼として、コラボクリアファイルを進呈します。 →→→福祉の里温泉の窓口にて取扱中！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《企画概要》  

各地域における福祉に関わる様々な課題が顕在化し 

ていますが、こうした課題を解決するため、地域住民 

によるボランティア活動が盛んに行われています。  

また、自然災害の発生時などにおいてもボランティア 

は大きな力を発揮し、住民同士の支えあいの活動は、 

私たちの生活にかけがえのないものとなっています。  

「赤い羽根共同募金」はこうした地域での民間福祉 

活動を行う住民ボランティアを応援する募金です。  

本コラボレーションをきっかけとして、これからの 

未来を支える若い世代の方々をはじめとする多くの方々

に「赤い羽根共同募金」に関心を持っていただくこと、

また住民同士の 支えあい活動を若い世代からも盛り上

げ、安心して暮らすことのできる地域を目指すことを 

目的として実施するものです。 



 

 

 

 

均等な教育機会の保障のため、環境に恵まれない生徒に対し、更別村社会福祉協議会独自の奨学金 

をお貸しします。条件を満たした場合の返済免除規程もございます。 

［対 象 者］ ① 更別村に住む高校生 

② 更別農業高等学校に在学する高校生 

（上記①②のいずれかで、次年度に大学・短期大学・専修学校の、教育・医療・福祉の 

関係学科に進学する方） 

［貸付限度額］ 一年度につき１０万円とし、４０万円を限度 

        （ただし、医学・薬学・歯学の六年制学部に限り、６０万円を限度） 

［提 出 書 類］ ① 奨学金借入申込書（様式第１号） 

        ② 奨学金希望・意見書（別紙１） 

        ③ 在学校の調査書または成績証明書 

④ 進学先の学費等を証明する書類（※写し可） 

⑤ 合格通知書（※決定後直ちに） 

※ その他、公的扶助制度等の該当を証明するものの提出を求める場合があります。 

［返   済］ 卒業後、毎月均等に返済する  

※ 返済開始について卒業後一年間の据置可、貸付利率は無利子 

※ 毎月１万円の口座振替を基本とする（要相談） 

※ 下記の条件を満たした場合、返済免除あり 

（１）全額免除 更別村内で、一年以上関係学科の職についた場合 

（２）半額免除 更別村内で、一年以上関係学科外の職についた場合 

［申 請 締 切］ 卒業年の３月末日まで（２月末日までに要事前相談） 

［そ の 他］ ・ 決定（１名／年）の可否については、本会の選考委員会により行います。 

・ 申請書等の様式については、本会ホームページをご活用ください。 

（下記事務局にも様式がございます） 

・ その他ご不明な点等、下記事務局にお問合せください。 

・ この事業の原資は、地域からの寄付金です。 

 

 

 

ＴＥＬ ０１５５－５３－３５００ （担当 野々村）  メール sara-shakyo227@abelia.ocn.ne.jp 



寄付者の気持ちを大切に、できれば 

使いみちをお選びいただくことで、 

その思いを確かに福祉へつなげて 

いきます。 

更別村社会福祉協議会への 

「寄付リーフレット」を作成しました。 

 

ご寄付ありがとうございます  

 

金 銭 預 託  

物 品 預 託  

 

 

 

 

 

 

令和２年７月１５日…コムニの里さらべつへ           令和２年７月１７日…グループホーム元気の里さらべつへ 

行政区 お名前・団体名 金 額 内 容 

香川区 内 海  健 治   様 ５０，０００円 福祉のために（香典返し） 

更南区 佐 藤  正 範  様 １００，０００円 福祉のために（香典返し） 

― 更別ライオンズクラブ  様 ３００，０００円 福祉のために（会の解散に際して） 

行政区 お名前・団体名 物 品 払い出し先 

北更別区 北更別区女性部    様 タオル類 社会福祉協議会へ（災害時等に活用） 

平和区 平 和 区 一 同   様 タオル    〃 

花園町 山 森  智 恵  様 碁盤・碁石 ～今後希望するところへ払い出し～ 

曙 町 牧 野  きみ子  様 タオル、折り紙 
タオル…社会福祉協議会へ 

折り紙…コムニの里さらべつへ 

香川区 内 海  健 治  様 ポータブルトイレ ～今後希望するところへ払い出し～ 

花園町 
どんぐりむらとくる味の木 

     堀 口  健 次    様 
マスク 95 枚 

 コムニの里さらべつ、 

グループホーム元気の里さらべつへ 

― 匿   名    様 文庫本 社会福祉協議会へ 

― 匿   名    様 切 手 社会福祉協議会へ（通信用に活用） 

更別ライオンズクラブ 神成会長より（令和 2年 6月 17日） 

更高生が活躍！マスク回収～寄付活動 



江別市の非営利団体「リングプル再生ネットワ 

ーク」へ送り、規定量に達すると車イスや歩行器 

等の福祉用具に交換できます。 

行 政 区 お 名 前 

曙  町 橋 本 駸 夫 様 

更 別 区 塩 田 ミツ子 様 

南更別区 大 田 美枝子 様 

更別東区 塩 田 孝 弘 様 

昭 和 区 日 光 エイコ 様 

曙  町 内 海 ミ ヨ 様 

勢 雄 区 宍 戸 功 治 様 

曙  町   牧 野 きみ子 様 

昭 和 区 林 中 朱 里 様 

協 和 区 出 嶋 征 子 様 

曙  町 藤 井 範 子 様 

北更別区 髙 久 睦 美 様 

本  町 中 村 節 子 様 

更 南 区 佐 藤 金 正 様 

曙  町 太 田 貴美代 様 

― 様 

― 更別村ゲートボール協会 様 

  

「（公社）キリスト教海外医療協力会」に送ってい 

ます。団体の活動資金になります。 

行 政 区 お 名 前 

花 園 町 安 江 勝 明 様 

北更別区 梶 浦 加代子 様 

錦  町 更 別 森 林 組 合   様  

― 認定こども園上更別幼稚園 様 

― 更別村役場総務課   様  

― 更別村役場住民生活課  様  

―  更別村役場産業課   様  

― 更別村役場建設水道課 様  

― 更別村役場保健福祉課 様  

― 更別村国保診療所 様  

―  更別村教育委員会   様  

※ 切手の消印は切らずに残してください。 

※ 封筒のままお持ちいただいても構いません。 

 

『配食サービス』･･･月～金曜の昼・夕方に、見守りを兼ねお弁当を配達します。（祝日除く） 

週１回からご利用いただけます。 

料金はごはん付きで３００円、おかずのみの場合は２６０円です。 

『寝具乾燥サービス』･･･７月と１２月の年２回、使用している寝具をクリーニングします。 

                      無料のため、住民税非課税世帯が対象です。  

『除雪サービス』･･･おおむね２０cm以上の積雪時に、住宅周囲の除雪を無料で行います。 

住民税非課税世帯が対象です。（実施期間：１２月～３月） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          お問い合わせ・お申し込みは…更別村社会福祉協議会（野々村） ５３－３５００ 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwirjuzPh5rjAhUKx7wKHepaALwQjRx6BAgBEAU&url=%2Furl%3Fsa%3Di%26rct%3Dj%26q%3D%26esrc%3Ds%26source%3Dimages%26cd%3D%26ved%3D2ahUKEwiV58TJh5rjAhWDebwKHaCFDM4QjRx6BAgBEAU%26url%3Dhttps%253A%252F%252Fwww.irasutoya.com%252F2014%252F07%252Fblog-post_5290.html%26psig%3DAOvVaw1SxRxeGI6LXR6h5G8xwsNC%26ust%3D1562288292442378&psig=AOvVaw1SxRxeGI6LXR6h5G8xwsNC&ust=1562288292442378


＊＊＊ 編 集 後 記 ＊＊＊ 

村民の心と心をつなぐ情報誌として本紙の作成にあたりご協力いただきまし 

た関係者の皆様に感謝申し上げます。 

今年は新型コロナウイルスという恐ろしい感染症の流行により、様々 な行事 

が中止となり、非常に残念なこととなりました。 

社会福祉協議会はこれまでも被災地域への応援派遣、救済・援助事業の実施 

など、地域福祉を目的とする活動を続けています。 

今回のコロナ禍においては誹謗中傷が生まれ、社会のあり方さえも破壊して 

しまうのではないかと不安になるのは私だけでしょうか。本紙の発行により、 

改めてたすけあいの精神が深まることをご期待申し上げます。（０） 

成年後見制度に関する連続映画上映会・講演会のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ＜お問い合わせ＞  

更別村社会福祉協議会（担当 尾立） ５３－３５００ 

更別村ボランティアセンターは、社会福祉協議会内に設置されており、 

運営委員会は年に２～３度、会長の諮問に応えて開催されます。 

住民の善意による寄付、それを財源に運営されるボランティア事業に 

ついて協議のうえ、ご意見をいただく機関です。 

現在運営委員を募集しています。詳しくは  ５３－３５００まで。 

 

 

 

 

 

 

手作業作品「シールちぎり絵葉書」 

 

  毎週木曜 老人保健福祉センターにて開催 

 

【さらべつ社協だよりふれあい No.93／令和 2 年 10 月 12 日】社会福祉法人更別村社会福祉協議会 

〒089-1531  河西郡更別村字更別 190 番地 1 更別村老人保健福祉センター内  

ＴＥＬ（０１５５）５３－３５００ ＦＡＸ（０１５５）５２－２１６１  

法人代表メール：sara-shakyo227@abelia.ocn.ne.jp   

～ 健康教室 元気クラブ ～ 

多くのご来場をお待ちしています 


